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阪大工 庄 司 一 郎
A｡M l｡d-B｡-､d問題で臨界濃度 ㌔ が結晶格子の種類 と Bondの種類とによりどう変














相互作用は ｡2に無関係 な 2体力になる｡ これは
Fig.1.では斜 の作用線 をもつ普通の4角格子の状態
和に帰着する｡
この場合 3体力 (010･20･L3)と bondO20･L,とが対応
している｡ また隣 りあった二つの3体力が同時にあっ
たり無かった りする場含の p -0.5 となり4角格子C
の bond問題 と一致する｡ 次に Fig.3,4のように3休
力が斜線の 3角形およびこれ と合同な3角形にある場
令, Fig.3の3角格子では p -0･6478となる｡ そのC
わけは3体カーJolo203がないことは bond ol02が
あることに対応する [Fig.2の形になる]｡後者が3





様の理鋸 こよりP｡- 0･7998 と飾 りつき蜂の巣格子
のP｡と一致するo また隣り合った三つ組の3体力を
同時にはずした り入れたりする場合のP｡-0･5(Fig･
3) およびPC.-0･683 (Fig･4) となりunited-bond
model(2体力を三つ同時にとりはずす )と一致する｡
イジング希薄磁性体の双対性
阪大･工 笠 井 康 弘
クエンチ系のマッチング関係1)にある(ランダム )サイ ト格子 (LとLl)の臨界濃





濃度をもつランダム格子が存在する｡サイ ト格子の各サイ トを囲む多角形要素 を単位と
する,ユナイテイドーボンド格+4)がそれである｡ ただし任意のユナイテイド-ボンド
の配置においてクラスターに連結 していないサイ トも単一のクラスターとして数える方
式 (ヌルークラスター5) )を採用する｡このユナイテイデーボンド格子に対 して,ボン
ド格子のデュアル関係の自然な拡張ができ,かつ臨界濃度間に上述の双対性がクエンチ
系にも(サイ ト格子 と同等 ),アニール系にも共に成立することが示される｡特にアニ
ール系において,四角形-ボンド以上の多角形-ボンド格子に対応するイジングーモデ
ルは各多角形のサイ トにあるスピンの偶数個の積の対称和 (ESIS･+ESISiSki,j ∫ i,j,k,1
S1- )に比例する相互作用 をもつ未解決問題であるO-方希薄磁性体の立場で見ると,
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